
７
　
港
　
湾

変
貌
す
る
ミ
ナ
ト
・
ヨ
コ
ハ
マ

横
浜
港
は
こ
こ
数
年
来
、
引
き
続
い
て
わ
が
国
第
一
位
の
港
で
あ
る
こ

と
を
し
め
し
て
き
た
が
、
昭
和
四
十
四
年
は
取
扱
い
貨
物
量
九
、
八
二

〇
万
ト
ン
、
外
国
貿
易
額
二
兆
三
、
六
七
四
億
円
と
い
う
驚
異
的
な
数

字
を
出
し
た
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
最
高
の
記
録

で
あ
る
。
関
税
収
入
の
面
で
み
て
も
、
四
十
三
年
度
に
は
八
四
七
億
円

で
、
全
国
収
入
の
四
分
の
一
を
し
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
横
浜
港
が
、

横
浜
経
済
と
い
う
よ
り
、
東
京
圏
経
済
、
ひ
い
て
は
日
本
経
済
の
隆
盛

を
さ
さ
え
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。

港
　
湾

開
港
以
来
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
一
一
〇
年
間
に
、
横
浜
は
大
き
な

変
化
を
と
げ
て
き
た
。
大
正
・
昭
和
を
通
じ
、
商
業
貿
易
港
と
し
て
整

備
拡
充
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
近
年
は
、
鶴
見
・
神
奈

図2―3　港湾取扱い貨物量（神戸港との比較）
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川
に
加
え
て
根
岸
・
本
牧
の
工
業
地
帯
造
成
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
工
業

港
と
し
て
の
性
格
が
加
わ
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
一
方
に
お
い
て
、
開

港
当
時
か
ら
の
日
本
の
表
玄
関
と
し
て
の
機
能
は
、
東
京
空
港
に
移
っ

て
い
る
も
の
の
、
大
型
観
光
船
の
出
入
す
る
大
桟
橋
は
、
さ
き
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、
新
装
さ
れ
た
こ
と
と
も
あ
い
ま
っ
て
、

い
ま
な
お
、
ミ
ナ
ト
・
ヨ
コ
ハ
マ
の
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
市
内
外
の
人

々
の
愛
着
が
深
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
な
か
で
、
横
浜
港
は
い
ま
多
く
の
課
題
を
か
か
え

て
い
る
。
ま
ず
、
全
国
の
港
湾
が
充
実
し
て
き
て
、
横
浜
港
・
神
戸
港

が
独
占
的
地
位
を
し
め
る
時
代
が
す
で
に
去
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

東
京
湾
に
お
い
て
も
、
東
京
・
川
崎
・
千
葉
の
各
港
の
整
備
が
急
速
に

進
め
ら
れ
て
い
る
し
、
と
く
に
政
治
・
経
済
・
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
機
能

が
東
京
に
集
中
し
て
い
る
今
日
、
東
京
港
の
役
割
の
重
要
性
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
横
浜
港
は
東
京
湾

全
体
の
な
か
で
も
外
国
定
期
貿
易
港
と
し
て
の
特
性
を
い
か
し
、
港
の

機
能
、
と
く
に
管
理
機
能
を
整
備
、
充
実
し
、
湾
内
の
主
導
的
地
位
を

保
つ
必
要
が
あ
ろ
う
。

い
ま
横
浜
港
の
中
心
部
で
あ
る
外
防
波
堤
内
を
眺
め
た
場
合
、
瑞
穂
ふ

頭
（
ノ
ー
ス
ピ
ア
）
の
七
バ
ー
ス
全
ふ
頭
と
、
新
港
ふ
頭
二
バ
ー
ス
が
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な
お
米
軍
に
接
収
さ
れ
、
港
湾
の
機
能
を
い
ち
じ
る
し
く
阻
害
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
新
港
ふ
頭
の
よ
う
に
明
治
以
来
の
ふ
頭
が
古
く
な
り
、

機
能
不
十
分
の
ま
ま
、
新
し
い
ふ
頭
に
ま
じ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
加
え
て
商
港
中
心
部
に
、
三
菱
重
工
業
の

造
船
所
や
貯
木
場
が
混
在
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
現
在
、
外
国
貿
易
港
と
し
て
の
施
設
（
管
理
セ
ン
タ
ー
・
バ

ー
ス
・
ふ
頭
用
地
な
ど
）
の
大
幅
な
拡
充
と
、
コ
ン
テ
ナ
ー
な
ど
新
し

い
輸
送
方
式
に
あ
っ
た
ふ
頭
の
再
整
備
と
近
代
化
が
要
望
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

進
む
コ
ン
テ
ナ
ー
化

わ
が
国
最
大
の
本
牧
ふ
頭
は
、
昭
和
三
十
八
年
、
国
・
市
・
京
浜
外
貿

ふ
頭
公
団
の
共
同
事
業
で
約
四
〇
〇
億
円
の
事
業
費
を
か
け
て
着
工
し

た
。
埋
立
面
積
約
一
七
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
万
五
、
〇
〇
〇
ト
ン

級
外
国
貿
易
定
期
船
用
バ
ー
ス
二
六
と
、
二
万
五
、
〇
〇
〇
ト
ン
級
コ

ン
テ
ナ
ー
船
専
用
バ
ー
ス
ニ
が
四
十
四
年
度
に
完
成
し
、
四
十
五
年
度

中
に
引
き
続
き
コ
ン
テ
ナ
ー
船
専
用
バ
ー
ス
一
が
完
成
す
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
横
浜
港
の
大
型
船
岸
壁
は
従
来
の
約
二
倍
と
な
っ
て
、
慢
性

化
し
た
船
混
み
現
象
も
当
分
の
間
緩
和
さ
れ
る
。
本
牧
ふ
頭
の
岸
壁
は
、

港
　
湾

現
在
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
陸
上
諸
施
設
（
道
路
・
上

屋
・
荷
役
機
械
な
ど
）
の
建
設
も
こ
こ
一
、
二
年
で
完
成
す
る
。
一
方
、

陸
上
輸
送
の
た
め
の
臨
港
鉄
道
も
、
神
奈
川
臨
海
鉄
道
に
よ
っ
て
国
鉄

根
岸
駅
よ
り
敷
か
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
牧
ふ
頭
に
続
い
て

産
業
用
地
も
三
四
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
が
四
十
四
年
に
完
成
し
、
す
で

に
大
企
業
九
社
と
六
五
の
中
小
企
業
が
進
出
し
、
根
岸
地
区
と
と
も
に

一
大
工
業
地
帯
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

本
牧
ふ
頭
の
建
設
に
引
き
続
き
、
急
激
に
ふ
え
る
港
湾
貨
物
に
対
処
す

る
た
め
四
十
二
年
か
ら
大
黒
町
沖
に
、
島
式
の
大
黒
ふ
頭
を
つ
く
る
こ

と
を
計
画
し
、
す
で
に
一
部
着
手
し
た
。
こ
れ
も
国
・
市
・
公
団
の
共

同
事
業
で
、
約
四
〇
〇
億
円
の
費
用
を
か
け
て
埋
立
面
積
一
八
五
万
平

方
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
中
に
二
万
五
、
〇
〇
〇
ト
ン
級
コ
ン
テ
ナ
ー
船
用

ニ
バ
ー
ス
、
一
万
五
、
〇
〇
〇
ト
ン
級
外
貿
定
期
船
用
一
一
バ
ー
ス
、

五
、
〇
〇
〇
ト
ン
級
内
国
貿
易
船
用
ニ
バ
ー
ス
の
岸
壁
を
も
つ
ふ
頭
を

建
設
す
る
。
四
十
八
年
度
か
ら
一
部
を
使
い
始
め
、
五
十
年
度
に
完
成

す
る
予
定
で
、
将
来
本
牧
ふ
頭
と
は
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
で
結
ば
れ
、
一
体

と
な
っ
て
活
動
す
る
。
四
十
五
年
度
か
ら
大
黒
町
と
の
連
絡
橋
を
、
市

の
事
業
と
し
て
施
工
す
る
。
橋
梁
は
延
長
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
中
央

ス
パ
ン
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
で
県
内
最
長
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
と
と
も
に
港
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内
の
二
大
橋
梁
と
し
て
名
所
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

新
港
ふ
頭
は
港
の
中
心
に
位
置
し
、
明
治
三
十
三
年
か
ら
大
正
初
期
に

か
け
て
つ
く
ら
れ
た
古
い
ふ
頭
で
あ
る
。
そ
の
施
設
は
岸
壁
・
上
屋
・

鉄
道
・
橋
梁
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
耐
用
年
数
を
こ
え
、
現
在
の
輸
送
体

系
に
は
適
合
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
港
の
中
心
部
に

は
高
島
ふ
頭
、
大
桟
橋
ふ
頭
な
ど
か
お
る
が
、
こ
れ
ら
は
横
浜
都
心
部

の
再
開
発
と
と
も
に
、
東
京
湾
港
の
中
心
と
し
て
の
再
開
発
を
は
か
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四
十
五
年
か
ら
新
港
ふ
頭
を
は
じ
め
と
し
て
、

港
の
若
返
り
を
徹
底
的
に
検
討
し
、
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
時

に
ま
た
、
港
湾
諸
施
設
の
近
代
化
に
応
じ
、
膨
大
な
貨
物
を
有
機
的
に

処
理
し
、
か
つ
施
設
と
一
体
化
す
る
た
め
に
、
港
湾
に
関
連
す
る
情
報

を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
一
元
的
に
処
理
す
る
こ
と
も
考
え
、

四
十
五
年
か
ら
検
討
準
備
を
始
め
た
。

横
浜
の
貯
木
場
は
、
山
下
ふ
頭
と
本
牧
ふ
頭
に
は
さ
ま
れ
、
し
か
も
商

工
業
の
中
心
部
に
あ
る
た
め
、
港
湾
を
全
般
的
に
み
た
場
合
、
そ
の
機

能
を
阻
害
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
近
年
の
木
材
輸
入
は
い

ち
じ
る
し
く
伸
び
、
四
十
年
の
三
四
万
ト
ン
が
、
四
十
三
年
に
は
八
四

万
ト
ン
に
な
っ
て
い
る
が
、
輸
入
木
材
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
原
木
の

ま
ま
県
外
に
ひ
か
れ
て
い
き
、
横
浜
港
は
た
ん
な
る
も
の
上
げ
場
に
す

ぎ
な
い
。
こ
の
た
め
四
十
五
年
か
ら
四
十
七
年
に
か
け
て
、
金
沢
地
先

に
新
貯
木
場
を
総
工
費
約
二
五
億
円
で
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
規
模
は
、
水
面
三
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
年
間
七
五
万
ト
ン
の
木

材
を
扱
う
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
は
六
六
万
平
方
メ
ー
ト

ル
の
背
後
用
地
を
確
保
し
、
木
材
関
連
工
場
を
誘
致
育
成
す
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
横
浜
港
に
お
け
る
木
材
の
自
給
自
足
の
態
勢
と
、
輸
移

出
産
業
と
し
て
の
振
興
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
。

美
し
い
港
に

港
が
港
湾
・
船
舶
関
係
者
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
市
民
の
誰
か
ら
も
愛

さ
れ
る
た
め
に
は
、
美
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
近
の
港
は
汚
れ

港
内
の
魚
は
油
臭
く
、
ま
た
死
滅
し
か
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
海
上
に

は
浮
遊
物
が
流
れ
、
運
河
・
河
川
に
は
沈
船
が
み
に
く
い
姿
を
さ
ら
し

て
い
る
。

海
水
の
汚
れ
は
、
流
入
河
川
に
よ
る
も
の
、
臨
海
工
業
地
帯
か
ら
排
出

さ
れ
る
も
の
、
船
舶
か
ら
出
る
廃
油
の
海
上
投
棄
に
よ
る
も
の
な
ど
が

あ
る
。
昭
和
四
十
二
、
四
十
三
年
度
で
総
工
費
一
億
四
、
五
〇
〇
万
円

で
、
大
黒
町
に
船
舶
の
廃
油
を
処
理
す
る
施
設
を
建
設
し
、
運
営
を
始

め
た
。
一
日
一
、
五
〇
〇
ト
ン
の
海
水
と
油
の
ま
じ
っ
た
も
の
を
処
理
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す
る
こ
と
が
で
き
、
小
型
タ
ン
カ
ー

な
ど
の
油
に
よ
る
海
水
の
汚
れ
を

全
面
的
に
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
港
や
運
河
に
見
ら
れ
た
は
し
け
の
沈
・
廃
船
は
都
市
の
美
観
上

か
ら
も
、
船
舶
の
運
行
の
安
全
上
か
ら
も
困
っ
た
問
題
で
あ
る
。
三
十

三
年
以
降
す
で
に
三
〇
〇
隻
近
く
を
処
理
し
て
い
る
が
、
ま
だ
一
〇
〇

隻
近
く
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
は
し
け
業
者
が
投
棄
す
る
も
の

で
、
処
理
す
る
の
に
一
隻
あ
た
り
約
二
五
万
円
も
か
か
る
。
し
か
し
、

四
十
五
、
四
十
六
年
度
中
に
は
完
全
に
姿
を
な
く
さ
せ
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
沈
船
に
な
る
前
に
は
し
け
を
処
理
す
る
施
設
を
四
十
四

年
十
月
に
扇
島
に
つ
く
っ
た
。
こ
れ
は
約
七
〇
ト
ン
も
あ
る
は
し
け
を
、

そ
の
ま
ま
つ
り
上
げ
、
焼
却
炉
に
入
れ
て
丸
焼
き
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
焼
却
炉
で
四
十
五
年
一
〇
月
ま
で
に
月
平
均
二
〇
隻
、
合
計
二
二

〇
隻
を
焼
却
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
海
面
に
浮
い
て
い
る
ゴ
ミ
は
、
年
間
七
、
〇
〇
〇
ト
ン
程
度

も
出
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
四
、
〇
〇
〇
ト
ン
程
度
を
市
が
さ
ら

っ
て
い
る
が
、
運
河
・
河
川
か
ら
の
浮
遊
物
に
つ
い
て
は
、
広
く
一
般

市
民
の
協
力
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
と
も
な
い
運
河
・

河
川
が
埋
没
す
る
の
で
、
土
砂
を
し
ゅ
ん
せ
つ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
年
間
五
、
六
六
〇
万
円
を
か
け
て
民
間
に
委
託
（
二
〇
万
立
方
メ

ー
ト
ル
）
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
常
時
市
が
直
接
し
ゅ
ん
せ
つ
を
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

港
の
機
能
は
、
そ
こ
に
働
く
人
だ
も
の
労
働
条
件
や
生
活
環
境
を
改
善

す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
っ
そ
う
そ
の
真
価
を
発
揮
す
る
。
市
は
船
員
や

港
湾
労
働
者
の
た
め
に
、
病
院
・
厚
生
セ
ン
タ
ー
な
ど
厚
生
施
設
を
つ

く
り
、
管
理
運
営
し
て
い
る
。
四
十
二
年
度
ま
で
に
全
公
共
ふ
頭
に
、

厚
生
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
終
っ
た
。

ま
た
本
牧
ふ
頭
に
は
、
港
湾
労
働
者
住
宅
を
四
十
二
年
度
か
ら
最
終
一
、

二
〇
〇
戸
を
目
標
に
建
設
し
て
い
る
。
横
浜
港
湾
福
利
厚
生
協
会
が
主

体
と
な
っ
て
お
り
、
五
～
七
階
建
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
で
、

四
十
五
年
度
ま
で
に
そ
の
う
ち
の
七
一
六
戸
が
建
設
さ
れ
、
す
で
に
五

一
二
戸
に
港
湾
労
働
者
と
そ
の
家
族
が
入
居
し
て
い
る
。
ま
た
、
雇
用

促
進
事
業
団
に
よ
り
四
十
四
年
度
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
四
階

建
の
本
牧
港
湾
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
、
日
本
船
員
厚
生
協
会
に
よ

り
五
階
建
の
横
浜
船
員
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
い
る
。
な
か
に
は
宿
泊

施
設
・
診
療
所
・
食
堂
・
休
憩
所
な
ど
の
厚
生
施
設
が
あ
り
、
市
は
こ

れ
ら
の
土
地
と
、
四
十
四
年
度
に
は
三
、
三
〇
〇
万
円
の
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。

ま
た
一
方
、
本
牧
ふ
頭
Ｄ
突
堤
に
は
、
国
・
県
・
市
の
共
同
事
業
と
し



て
、
港
湾
労
働
者
教
育
訓
練
施
設
を
四
十
五
、
四
十
六
年
に
か
け
て
総

事
業
費
二
億
六
、
〇
〇
〇
万
円
で
建
設
す
る
。
約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

の
土
地
に
五
階
建
の
教
室
、
訓
練
生
宿
舎
お
よ
び
屋
内
外
練
習
場
が
配

置
さ
れ
、
主
と
し
て
港
湾
労
働
者
の
技
能
訓
練
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ

る
。

空
港
の
調
査
に
着
手

航
空
機
の
め
ざ
ま
し
い
発
達
に
よ
っ
て
、
利
用
客
も
毎
年
ふ
え
て
い
る
。

横
浜
市
民
は
い
ま
ま
で
は
羽
田
空
港
を
利
用
し
て
い
た
が
、
千
葉
県
の

成
田
に
建
設
中
の
新
東
京
国
際
空
港
が
開
港
す
る
と
、
空
港
ま
で
の
乗

客
輸
送
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
成
田
空
港
か
ら
横
浜
市
内
を
短
時
間

で
結
ぶ
交
通
手
段
と
し
て
航
空
機
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
将
来
は
、
都

市
間
交
通
の
手
段
と
し
て
も
航
空
機
が
利
用
さ
れ
る
時
代
が
く
る
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
航
空
機
は
、
短
い
距
離
で
離
着
陸
で
き

る
ス
ト
ー
ル
機
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
空
港
も
比
較
的
狭
い
敷
地
で
足

り
る
反
面
、
交
通
の
便
そ
の
他
む
ず
か
し
い
立
地
条
件
も
あ
る
。
市
で

は
、
将
来
に
備
え
て
横
浜
空
港
の
調
査
を
す
す
め
て
い
る
。

接
収
解
除

８
　
接
収
解
除

返
還
地
は
森
林
公
園
に

根
岸
の
高
台
、
緑
の
芝
生
に
お
お
わ
れ
た
丘
陵
地
で
子
供
た
ち
が
遊
び

た
わ
む
れ
る
姿
を
、
い
ま
私
た
ち
は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

地
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
、
米
軍
か
ら
返
還
さ
れ
た
根

岸
競
馬
場
地
区
で
あ
る
。
広
さ
一
六
万
五
、
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、

ま
だ
国
の
管
理
の
も
と
に
置
か
れ
て
は
い
る
か
。

「
リ
ス
を
放
し
飼
い
に
で
き
る
よ
う
な
森
林
公
園
を
つ
く
る
」
と
い
う

飛
鳥
田
市
長
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
市
民
の
夢
と
合
致
し
、
接
収
解
除
は
全

市
的
な
住
民
運
動
に
よ
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
他
の
大
都
市
に
く

ら
べ
て
横
浜
市
に
公
園
が
少
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
接
収
施
設
に
よ
っ
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